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※ポイント・・・教科書にも載っている『山月記』が彼
の代表作と言っていいでしょうが、彼の文学的想像力の
源は当時日本の植民地であった朝鮮や南洋の島々でした。
近代日本文学研究に挑む若きイタリア人の力作、新鮮な
視点が魅力の博士論文です。少部数生産のため配本はご
ざいません。

中島敦文学論―他者と植民地

「外地」をめぐる作家の足跡とまなざし
南の島、椰子の木、砂漠、虎…

中島敦はいかに「植民地」と
向き合ったのか
南洋群島や朝鮮に赴き、現地を舞台に小説を書
いた中島は、社会や他者との相克を、歴史を、
どう捉えていたのか。〈外地〉での足跡と作品
を丹念に分析し、西洋思想の視座を取り入れる
ことで、新たな作家像を描き出す意欲作。

BOVA Elio／1987年イタリア・カゼルタ生まれ。ナポリ東洋大学大学院文学研究科人文学専攻博士課程前期課程修了後、
立命館大学大学院文学研究科人文学専攻博士課程後期課程修了。現在、日本学術振興会外国人特別研究員（立命館大学
所属）。専門は日本文学。

著者 ボヴァ・エリオ

（立命館大学所属）
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